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2022 年 9 月 29 日 

 

EY、2022 年度グローバル業務収入は過去最高の 454 億米ドル 

過去約 20 年間で最も高い増収率を達成 

 2022 年度に監査品質、イノベーション、テクノロジー、人材に 32 億米ドルを投資 

 EY Ripples（企業責任プログラム）により 8,100 万人超にポジティブな影響与える 

 2025 年度にネットゼロの目標達成へ―21 年度にカーボンネガティブ達成 

 EY をふたつの異なる複合サービス型（マルチディシプリナリー・モデル）組織に分離する新た

な取り組みに関して、パートナーによる投票を実施する方向に 

 

EY は、2022 年 6 月末終了の会計年度（以下、FY22）の業績を発表しました。EY の全世界における業

務収入（以下、売上）が 454 億米ドルと、現地通貨ベースで前年比 16.4％増（米ドルベースでは 13.7％

増）となりました。これは EY 史上最高水準に並ぶ業績で、過去約 20 年間で最高の伸びをもたらしたの

は、EY NextWave 戦略です。同戦略において、ＥＹはメンバー、クライアント、コミュニティに対する長期的

価値の提供を目標として掲げています。 

また、EY は、財務パフォーマンスならびに ESG（環境・社会・ガバナンス）への取り組み、社会的インパクト

の推進に向けた主要な協力分野について詳述した統合報告書「Value Realized」も公表しました。 

EY のグローバル会長兼 CEO のカーマイン・ディ・シビオのコメント：  

「大きな成長を遂げた EYは、強みを生かした経営を続けていきます。EY の成長が、ステークホルダーに

対する価値の提供を土台として EY NextWave 戦略の下で遂行されてきたことを、私は誇りに思っていま

す。今、私たちは極めて強い勢いを得ています。EYのメンバー、クライアント、そして幅広いステークホル

ダーにとって、成長とはチャンスを意味します。」 

 

すべてのサービスラインにおける力強いパフォーマンス 

2022 年度、EY のすべてのサービスラインで売上は力強い伸びを示しました。コンサルティング部門は

27.1％（現地通貨ベース）および 24.5％（米ドルベース）と非常に大きな伸びを示し、売上高は 139 億米

https://www.ey.com/en_gl/value-realized-annual-report
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ドルとなりました。ストラテジー・アンド・トランザクション（SaT）も順調に推移し、伸び率は 25.4％（現地通

貨ベース）および 22.8％（米ドルベース）、売上は 59 億米ドルに達しました。 

アシュアランスは前年比 8.9％（現地通貨ベース）および 6％（米ドルベース）それぞれ増え、売上は 144

億米ドルとなりました。税務サービスラインの売上は 10.5％（現地通貨ベース）増および 7.9％（米ドルベ

ース）増の 113 億米ドルでした。 

 

イノベーションへの継続投資  

EY は FY22 に、監査品質、イノベーション、テクノロジー、人材に 32 億米ドルを投資しました。これは、3

年間で 100 億米ドルの投資を行うと FY21 に表明したコミットメントの一環です。FY22 の投資には、高品

質の監査を提供すること、そして規制当局、政府、基準設定主体、監査委員会、取締役会からの期待の変

化に迅速に対応することを目指す持続的な取り組みの一環である、アシュアランスの次世代テクノロジー

プラットフォーム構築のための 10 億米ドルが含まれています。 

 

サステナビリティおよびテクノロジーのトレーニングへの投資拡大 

FY22 に、EY はトレーニングに 3 億米ドルを投資し、メンバー１人当たり平均 59 時間を超えるトレーニン

グを実施しました。EY は現在、会計・税務のテクニカルなトレーニングに加えて、人工知能（AI）、ブロック

チェーン、インパクト・アントレプレナー、サプライチェーン計画、DE&I、持続可能なビジネスプラクティスな

ど、さまざまな分野で 250 種類以上の EY Badges と呼ばれる学習認定を提供しています。 

EY は FY22 に、ハルト・インターナショナル・ビジネススクールと共同で 2 つの新しい修士課程プログラム

を創設すると発表しました。ビジネス・アナリティクスとサステナビリティの新しいプログラムは、EY Tech 

MBA by Hult と同じく、すべての EY メンバーに無料で公開提供されています。FY22 には、95 名が EY 

Tech MBA を取得し、ビジネス・アナリティクス修士課程の第 1 期生 10 名が同課程を修了しました。

Tech MBA および修士課程プログラムの修了者は、累計で 130 名に上ります。また、カリフォルニア州パ

ロアルトに開設した EY Tech University は、ディスラプティブテクノロジーに関するプログラムを上級経営

層とクライアント向けに提供しています。 

 

サステナビリティ課題を推進 

EY は FY21 に、世界全体でカーボンネガティブを実現しました。これは、2025 年にネットゼロを目指すと

いう EY の組織的な目標の達成に向けて、重要かつ大きな一歩となりました。EY はカーボンネガティブの

https://www.ey.com/ja_jp/news/2021/10/ey-japan-news-release-2021-10-22-02
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状態を維持し、ネットゼロの目標達成に向けて順調に進んでいます。FY22 の排出量は、2019 年度の基

準値に対して 56％減少しました。 

EY の組織は、より持続可能な社会を目指すための進歩に加え、世界にとって最大の課題である気候関

連問題に対処するためのアライアンスの発展と革新的なエコシステムの構築に重点を置いています。EY

の社員は、Enablon、IBM、Microsoft、SAP とのアライアンスを通じたテクノロジーベースのものを含め、

3,000 余りのクライアントに EY Sustainability のソリューションを提供してきました。 

EY はまた、国際監査・保証基準審議会（IAASB）が公表している国際保証業務基準（ISAE3000）に基づ

いて非財務報告に対する保証業務を提供するための具体的な方法論を開発しました。また、気候関連リス

クが財務諸表に及ぼす影響を EY の監査チームが検討する際に役立つ、財務報告の監査に関する新し

いガイダンスも公表しました。 

 

EY メンバーに対する重点的取り組み  

EY は FY22 にエクイティ（公正）を明示的に組み込むことで、ダイバーシティとインクルーシブネスへのア

プローチを進化させました。「DE&I（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルーシブネス）」の取り組みは、イン

クルーシブな環境を作り出し、多様なバックグラウンドやアイデンティティを持つ人々が平等な結果を得るこ

とを妨げる障壁を取り除き、誰もが成功できる社会を目指すという、EYの組織的なコミットメントを一段と高

めるものです。EY は、DE&I に強くコミットする文化を持つ、目的主導型の組織であり続けます。 

FY22 には、グローバル全体でパートナー、プリンシパル、エグゼクティブディレクター、ディレクター

（PPEDD）への昇進者の 35％が女性でした。今年度の PPEDD への昇進者は全体で 2,400 人を超え、

EY としては過去最大の人数を記録しました。 

すべての EY メンバーのニーズへの理解を深め、より良いサポートを提供するとともに、隠れた不公平を明

らかにし対応するために、EY ではメンバーの個人情報のグローバル機能を拡張しました。「個人情報」の

中で記入する項目の選択幅が広がったことにより、EYは、集団としてのメンバーをより深く理解することが

可能となります。メンバーの人口統計学的傾向や格差のモニタリング、分析を通じて、キャリア開発に関連

する分野での公平性の向上を推進しようとする EY のコミットメントが強化されています。 

 

Building a better working world（より良い社会の構築を目指して） 

EY のグローバルネットワークは、企業責任プログラム「EY Ripples」を通じて、2030 年までに 10 億人の

人々の生活にポジティブな影響をもたらすという意欲的な目標を設定しています。2018 年 11 月に EY 

Ripples を立ち上げて以来、FY22 の 2,700 万人を含め、8,100 万人以上の人々の生活にポジティブな
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影響をもたらしてきました。FY22、EY はさまざまな取り組みやスキルを無償提供するプロボノ活動のプロ

ジェクトに 110 万時間以上を費やし、地域社会の強化に専念するプロジェクトに総額 1億 5,900 万ドル

を投資しました。 

EY と Microsoft は、デジタル経済におけるソーシャル・エクイティ（公正）を高め、2025 年までに数百万

人の就職・再就職や新規事業の立ち上げを支援するため、FY22 にソーシャルインパクトに関するアライ

アンスを締結しました。また、Unilever と英国の外務・英連邦・開発省（FCDO）との継続的なクロスセクタ

ーのコラボレーションである「TRANSFORM」を通じ、2015 年以来 13 カ国における低所得世帯の 600

万人の生活にポジティブな影響をもたらしています。 

EY は、環境への取り組みを進展させるため、さらに他組織との連携を深めています。EY は、90 を超える

組織が参加する「Alliance to End Plastic Waste（廃棄プラスチックを無くす国際アライアンス）」に加盟

し、より多くの組織が定期的かつ包括的に透明性のある排出量の報告を行うことを奨励する「Carbon 

Call」に署名しました。 

 

今後に向けた展望 

EY のリーダー陣は現在、ふたつの異なる複合サービス型（マルチディシプリナリー・モデル）組織に進化さ

せることを提案しています。ひとつは、質の高い監査を提供して公共の利益に貢献し、CFO アジェンダとサ

ステナビリティに注力するために必要なすべての能力を備えたアシュアランス、税務およびアドバイザリー

サービスに取り組む多分野のメンバーファームのグローバルネットワーク。もうひとつは、コンサルティン

グ、ストラテジー・アンド・トランザクション（SaT）、税務の大部分、およびマネージドサービスからなる新たな

グローバル組織となる見込みです。   

EY は、この大胆な一歩を踏み出すことで、プロフェッショナルサービスの未来を再定義する一世一代の機

会において、EY のメンバー、クライアント、そしてより広いステークホルダーにより良いサービスを提供す

ることが可能になります。これにより、メンバーはより多くのことを学び、新たな役割を担い、さまざまなモビ

リティの選択肢を模索することができ、より良い、よりダイナミックなキャリアの機会を得ることになります。 

クライアントやステークホルダーにとって最も重要な問題に注力し、構成員、クライアントサービスおよびソ

リューションに再投資するための資本へのアクセスが増えることに繋がります。 

また、監査とトランスフォーメーションサービスの双方において、クライアントにとっての選択肢が増えます。

ESG の優先事項にさらに集中し、「グリーン」プロジェクトへの共同投資など、新たな企業責任プログラムを

開発する機会が増え、私たちが事業を展開する地域社会にさらに大きな影響を与えることができるように

なります。 
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この 2 つの組織は、価値観と目的を重視し、強力な EYの文化と DE&I へのコミットメントを維持すること

になります。 

この提案は、EY メンバーファームのパートナーの投票によって進めるかどうかが決まるため、後日改めて

より詳細な説明を行う予定です。 
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EY の 2022 年 6月末時点のグローバル売上および人員数 

 

 EY のサービスライン別売上（単位：100 万米ドル） 

  

  FY22 FY21 

現地通貨ベースでの増減率 

米ドルベース

での増減率 

FY22 
v.FY21 

8 年間の年平

均成長率

（FY14-

FY22） 

 

FY22 
v.FY21 

アシュアランス 14,379 13,567 8.9% 4.8% 6.0% 

税務 11,294 10,467 10.5% 7.7% 7.9% 

コンサルティング 13,867 11,135 27.1% 11.6% 24.5% 

ストラテジー・アン

ド・トランザクション

（SaT） 5,880 4,790 25.4% 14.3% 

 

22.8% 

合計 45,420 39,959 16.4% 8.4% 

 

13.7% 

 

EY の地理的エリア別売上（単位：100 万米ドル） 

 

 
 

  FY22 FY21 

現地通貨ベースでの増減率 

米ドルべース

での増減率 

FY22 
v.FY21 

 

8 年間の年平

均成長率

（FY14-

FY22） 

 

FY22 
v.FY21 

Americas 21,071 17,662 19.3% 8.6% 19.3% 

EMEIA 17,091 15,655 14.4% 7.7% 9.2% 

Asia-Pacific 7,258 6,642 13.1% 9.4% 9.3% 

合計 45,420 39,959 16.4% 8.4% 

 

13.7% 
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EY のサービスライン別人員数  

 

  
FY22 FY21 

FY22 
v.FY21 
増減率 

アシュアランス 112,019 100,891 11.0% 

税務 71,231 63,631 11.9% 

コンサルティング 109,571 82,398 33.0% 

ストラテジー・アン

ド・トランザクション

（SaT） 24,355 20,086 21.3% 

プラクティスサポー

ト 48,223 45,244 6.6% 

合計 365,399 312,250 17.0% 

 

EY のサービスライン地理的エリア別人員数 
 

  
FY22 FY21 

FY22 
v.FY21 
増減率 

Americas 91,189 78,967 15.5% 

EMEIA 141,307 121,325 16.5% 

Asia-Pacific 64,903 58,953 10.1% 

Global Entities 68,000 53,005 28.3% 

合計 365,399 312,250 17.0% 
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データ作成のための基本となる事項： 

売上は、表示目的で連結された個々の EY メンバーファームの売上総額であり、クライアントに請求された

費用が含まれ、メンバーファーム間で生じた内部売上は相殺されています。人員数は、各会計年度の 6

月末現在の数値を表示しています。 

 

人員セクションの Global Entities は、Global Delivery Services（GDS）を含むグローバルのサービスお

よびファンクションを指しています。GDS は、クライアント業務に従事するアカウントチームへのサポートの

ほか、社内支援サービスを提供することで、世界中のＥＹメンバーファームを支援しています。 

 
※本プレスリリースは、2022 年 9 月 21 日（現地時間）に EY が発表したプレスリリースを翻訳したもので

す。英語の原文と翻訳内容に相違がある場合には原文が優先します。 

英語版ニュースリリース： 

EY achieves highest growth in nearly two decades, reports record global revenue of US$45.4b 
| EY - Global 

 

〈EY について〉 
EY  |  Building a better working world 
EY は、「Building a better working world～より良い社会の構築を目指して」をパーパス（存在意義）としてい

ます。クライアント、人々、そして社会のために長期的価値を創出し、資本市場における信頼の構築に貢献しま

す。 

150 カ国以上に展開する EYのチームは、データとテクノロジーの実現により信頼を提供し、クライアントの成

長、変革および事業を支援します。 

アシュアランス、コンサルティング、法務、ストラテジー、税務およびトランザクションの全サービスを通して、世界

が直面する複雑な問題に対し優れた課題提起（better question）をすることで、新たな解決策を導きます。 
 
EY とは、アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッドのグローバルネットワークであり、単体、もしくは複数

のメンバーファームを指し、各メンバーファームは法的に独立した組織です。アーンスト・アンド・ヤング・グロー

バル・リミテッドは、英国の保証有限責任会社であり、顧客サービスは提供していません。EY による個人情報の

取得・利用の方法や、データ保護に関する法令により個人情報の主体が有する権利については、

ey.com/privacy をご確認ください。EYのメンバーファームは、現地の法令により禁止されている場合、法務サ

ービスを提供することはありません。EYについて詳しくは、ey.com をご覧ください。 

本ニュースリリースは、EYのグローバルネットワークのメンバーファームである EYGM Limitedが発行したも

のです。同社は、英国の保証有限責任会社であり、顧客サービスは提供していません。  
  
 
 

《 本件に関するお問い合わせ 》 

EY Japan BMC 

(Brand, Marketing and Communications) 

japan.corporatecomm@jp.ey.com 

 

https://www.ey.com/en_gl/news/2022/09/ey-achieves-highest-growth-in-nearly-two-decades-reports-record-global-revenue-of-us45-4b
https://www.ey.com/en_gl/news/2022/09/ey-achieves-highest-growth-in-nearly-two-decades-reports-record-global-revenue-of-us45-4b
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